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ＪＲ松山駅付近連続立体交差事業の工事着手に係る説明会（駅南工区、新玉地区）H29.12.15 

 

 

【質疑応答】 

質問者① 井戸の補償について 

(質問) この地区は、多くの家に井戸がある。この工事により、井戸水が出なくなった場合の

補償は考えているか。 

(回答) この地区では多くの井戸があることは認識しています。可能な限り把握できるものは

事前の調査をさせていただいており、今後、工事中の観測及び工事後の観測を実施し、

もし工事に起因する井戸枯れや水位低下が生じた場合には、補償を検討させていただ

きます。 

質問者② 矢板施工等に伴う田への影響について 

(質問) 矢板を打ち込んで掘削すると、地下水位が下がり、その周辺の農地にも影響が出る気

がするが、どの程度の影響があるのか、農地の乾燥度合の変化など今までの実績はあ

るのか。 

(回答) 矢板を打ち込んで掘削をした際、周辺の田の乾き具合等に影響が出る場合があること

は認識しています。本日は、資料を用意しておらず明解なお答えはできませんが、今

後、高架橋工事の説明会を予定していますので、その際に可能な範囲で説明させてい

ただきます。 

質問者③ 工事の施工時間帯について 

(質問) 工事の施工時間帯はどう考えているか。 

(回答) 工事の請負業者が決まっておらず未定ですが、通常、朝８時半頃から午後５時頃の昼

間施工となります。ただし、道路上に橋を架けたり、列車の運行に影響がある工事な

どを施工する際には、止むを得ず夜間工事を実施する場合があります。 

質問者④ 工事損事調査の範囲について 

(質問) 建物の事前調査の範囲は何メートルくらいなのか。 

(回答) 調査範囲は検討中ですが、駅北工区では調査が先行しており、矢板の打設位置から外

側に１１～１２ｍの範囲を設定しています。駅南工区についても工事の内容は同じで

あるため、同程度の範囲にある建物が調査対象になると考えています。調査範囲は来

年２月頃に確定し、調査対象になる方には個別にご説明にお伺いさせていただきま

す。 


